










再結晶粒径は5 mm以上に粗大化している。

3.2節で述べたように，熱交換器用フィン材の再結晶粒径は

本開発フィン材のように粗大であることが望ましい。本開発フ

ィン材の再結晶粒径が粗大な理由は，図 10に示したように，

約5μm以上のサイズの金属間化合物がほとんど存在しないため

と考えられる。分散粒子のサイズが約5μm以上であると，その

周辺にひずみを蓄えて再結晶核生成サイトとなることが多い。

したがって本開発フィン材はDC法によるフィン材と比較し

て，再結晶の核生成サイトが少ないと思われる。また，一方で

本開発フィン材には1μm




